


























要約:北九州市における乳幼児健診に、市と市医師会との委託契約による北九州方式(いわ

ゆる"窓口健診方式")が導入され 20 年余が経過した。発足当初の昭和 40 年代に比べ母子

の栄養状態一つとっても、向上が認められ、この間の母性及び乳幼児に対する健康の保持・

増進への諸先輩の努力には、敬服に値するものがある。

北九州市方式は、一面において、現在の母子保健の状況を先見し、全国に先がけた個別健

診、個別指導の体制であり、自負できる内容を持っているが、現時点での本方式の利点、

欠点を検証し、将来に向けてより地域の実状に即応した展開を検討する時期にきている。

例えば、国際化への対応や小児期成人病の予防対策も急務である。今回第一報として、北

九州市式方式の歴史および現体制をまとめ、想定される利点・欠点を示し、今後の現状分

析の方針を報告した。


